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線維芽細胞（NF-29）と 4 種類のヒトスキルス胃癌細胞株（OCUM-2MD3, OCUM-12）および非ヒトスキ
ルス胃癌細胞株（MKN-45、MKN-74）を用いた。 
【方法】共焦点蛍光顕微鏡を用いてα-SMA, Vimentin, DAPI で 3 重標識し線維芽細胞中の筋線維芽
細胞の発現割合を継代別に調べた。ウェスタンブロット法にても同様に筋線維芽細胞の発現を調べた。
また Real-time RT-PCR法にて胃癌細胞上清、TGF-βを添加しα-SMA mRNAの発現の変化を調べた。 


















(MKN-45、MKN-74)を用い、共焦点蛍光顕微鏡にてα-SMA, Vimentin, DAPI で 3 重標識し線維芽細胞
中の筋線維芽細胞の発現割合を継代別に調べ、ウェスタンプロット法にても同様に筋線維芽細胞の発




のα-SMA の発現は有意に増加した。スキルス胃癌細胞培養上清を添加することにより CaF のα-SMA
の発現は有意に増加したが非スキルス胃癌からでは増加しなかった。またスキルス胃癌細胞の培養上
清による CaFのα-SMAの発現の増加は TGF-β中和抗体および Smad2 SiRNAにて有意に抑制された。
以上の結果より癌間質中には筋線維芽細胞の発現が多く、それにはスキルス胃癌細胞から産生される
TGF-βが深く関与することが示唆された。 
本論文はスキルス胃癌と癌間質の相互作用における増殖進展機序の解明に寄与するものと考えら
れる。よって、本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
